
冬に流行する感染症は、インフルエンザやRSウイル
スなどの呼吸器感染症とノロウイルスなどの感染性
胃腸炎があります。 さらに新型コロナウイルスは、
夏と冬に流行を繰り返しておりこの冬も感染者が多

くなることが予想されます。 
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 冷房設定温度28度の徹底!！ 
  昨年度実績  今年度実績 

 5月  

 

使
用
料

（
約
） 

１11万  １１１万 

 6月 １３０万 ？？？万 

全体使用料％比較 

前
年
度 

＋0.3％ 

5月の使用料は全体で約１１１万円で、前年度比較で
はセンター0.1％増加、養護0.9％増加となりました。 
使用しない照明の消灯、使用していないコンセントを
抜き待機電力の削減をするなど対策をお願いいたしま
す。 

 適切な湿気対策 
            をしましょう。 

エアコン設定２８℃の場合：湿度５０～６０％ 

湿気対策を徹底し、快適に過ごせる 
環境づくりをしましょう。 

浴室、キッチン、寝具、押し入れ、クローゼット、カー
ペット、畳などの場所は、湿気がこもりやすく、カビや
ダニのエサとなる汚れも溜まりやすいため、定期的に
掃除をするなど、注意が必要です。 ﻿ 

生活するには暑すぎる温湿度です 

６‐７月は梅雨前線や台風の影響で湿度が６０％～90％など高くなりやすく、カビやダニ

の発生、不快感・熱中症、細菌・ウイルスの増殖、トラッキング現象等につながるため、 

適切な湿気対策が重要です。換気、除湿機の使用、除湿剤の設置、配置工夫、結露対策

などが効果的です。 ﻿ 



 福祉機器体験研修を実施 

 センター周辺の地域清掃を実施 
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施設で働く介護従事者用のいくつかの福祉機器の導入に向けて、 
日々進化する機器の剪定に今回はアシストスーツのデモ機をお借りして、 
一定期間実際に現場で使用するため、機器メーカーより研修会を実施しました。 
 
空気の力によるアシストにより、実際に着用して空気を入れて重いものを持つと、
今まで腰に係っていた負担が肩や太ももに分散するため、楽になる仕組みとなっ
ており、実際に着用体験しこれから実際に現場でデモ検証する練習をしました。 
法人ではこうした福祉機器の導入を随時検討して介護従事者の負担軽減の一
助になればと補助金を活用しながら進めています。 
  
２０２５年福祉機器展示・研修会は、6/6～7の諫早文化会館で行われた様々な福
祉用具やサービスを展示、研修をするイベントです。 

 法人では社会福祉法人として、また人口減少地域の持続可能な地域社会継続の一助になれればと、 
地域活動、地域交流に積極的に参加し業務の調整ができる範囲ではあり微力ではありますが、 
地域貢献に繋げられたらと考えています。 
 センターの当該地域では6/1に地域一斉清掃が予定されています。 
その地域一斉清掃の一環として職員でセンター近隣・佐世保事業所近隣の環境美化を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  雑草の茂りに季節の移ろいを感じながら限られた時間、限られた人数の参加ではありましたが、 
今後も地域活動、地域交流を通じて小さな地域貢献を積み重ねたいと思います。 

できごとは 
こちら 


